
観光庁 令和６ 年度補正予算関係

能登半島地震の観光再生支援
（ ５ 億円）

専門家の派遣により 、 計画策定、
コンテンツ造成、 プロモーショ ン等を支援

観光地・ 観光産業の再生・ 高付加価値化
（ ３ ０ ０ 億円）

面的な宿泊施設の改修、 廃屋撤去等を支援

地方誘客促進によるインバウンド 拡大
（ ８ ０ 億円）

観光コンテンツの開発、
適切な販路開拓、 情報発信等を総合的に支援

特別名勝での茶懐石体験

地域の観光資源を活用し 、
よ り 高単価な特別体験商品を造成

５ ４ ３ 億円

オーバーツーリ ズム対策等の受入環境整備
（ １ ５ ８ 億円）

伝統工芸や生業の活用

国際スポーツ大会での
選手と の交流や特別観覧

冬の星空観測

宿泊施設の大規模改修

ユニバーサルツーリ ズムを促進

宿泊施設のバリ アフリ ー化

オーバーツーリ ズムの未然防止・ 抑制を推進

マナー違反行為の防止・ 抑制受入環境の整備・ 増強
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オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進事業

○ 国内外の観光需要が堅調に回復する中で、 一部の地域や時間帯等によっては、 観光客の過度な混雑やマナー違反による地域住民の生活へ

の影響や、 旅行者の満足度の低下への懸念も生じている状況であり 、 適切な対処が必要。

○ 観光客の受け入れと 住民の生活の質の確保を両立しつつ、 持続可能な観光地域づく り を実現する には、 地域自身があるべき姿を描き 、

実情に応じた具体策を講じるこ と が有効であり 、 こ う した取組を総合的に支援する。

お問い合わせ先：観光庁 参事官（外客受入） 電話：03-5253-8972

事業目的・ 背景・ 課題

事業内容 事業イメ ージ

各地域が現在抱えている ／今後抱えう る オーバーツーリ ズムに

関する課題について、 その未然防止・ 抑制に向けた様々な取組※を

総合的に支援する。

＜類型＞

①地域一体型: 地方公共団体／DMOが中心と なり 、 地域の観光

関係者や住民の参画を得つつ実施する取組を支援。

②実証・ 個別型: 地方公共団体／ＤＭＯ／民間事業者等が主体と

なった取組を支援。 （ 民間事業者等が主体と なる

場合、 地方公共団体と の連携が必須）

※(a ) 地域における 受入環境の整備・ 増強、 (b) 需要の適切な管理、

(c) 需要の分散・ 平準化、 (d) マナー違反行為の防止・ 抑制、

(e)地域住民と 協働し た観光振興に係る 取組（ いずれも 調査・ 実証

事業を含む。 ） を対象と する。

事業スキーム
・ 事業形態: ①、 ②と もに間接補助事業

・ 補助対象: 国→民間事業者（ 事務局）

→①地方公共団体、 DMO

補助率等: １ 地域あたり 400万円まで定額、 補助率２ ／３ （ ※） 、 １ ／２ 、 上限額: 8,000万円

※申請主体が持続可能な観光に取り 組む地域である場合（ 日本版持続可能な観光ガイド ラ イン（ JSTS-D） ロゴマーク を取得済又は取得予定）

→②地方公共団体、 DMO、 民間事業者等

補助率等: １ ／２ 、 上限額: 5,000万円
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看板・ ポスターの
設置

本事業では、 オーバーツーリ ズムの未然防止・ 抑制の効果が期待される様々な事業を支援します

活用イメ ージ

周遊バスの
実証運行

マイカー利用を減らすための
周遊バス導入の効果を検証し
たい

駐車場の整備
駐車場の混雑を緩和するため、
遊休地に駐車場を新設したい

ト イレの整備
ト イレの混雑を解消するため、
新しく ト イレを設置したい

スマート ごみ箱の
設置街に溢れるごみを効率的に回

収したい

観光客にマナーやルールを周
知したい

情報発信・ PR
混雑状況や空いている他エリ
アの情報を周知したい

新たなコンテンツ
の造成

局所集中している観光スポッ
ト から別の場所に観光客を分
散させたい

手荷物預かり 所の
整備

手ぶら観光を促進するため
大きな荷物を預かる場所を設
置したい

早朝や夜間の
ツアー造成昼間に集中する観光客を空い

ている時間帯に分散させたい

目的 事業例 目的 事業例

本事業の補助対象（ 具体例）

地域課題の対策を検討するた
め、 混雑や渋滞状況を調査し
たい

調査用カメ ラの
設置
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自治体
観光協会

交通事業者

観光関連事業者

• 観光客の分散・ 平準化を図るためのコンテンツ造成
• 観光客の過度な集中を抑制するための予約システム導入
• マナー啓発のための看板・ ポスター設置等のプロモーショ ン 等

• 観光客の分散化を図るための周遊バスの実証運行

• ICTを活用した予約管理システムの導入

• パーク アンド ラ イド の実施
• 外国人観光客へのマナー啓発のための多言語化対応費
• ポイ捨て防止のためのICTを活用したごみ箱設置費
• 手荷物預かり サービスの拠点改修費 等

自治体を始め、 観光協会、 観光関連事業者など様々な方の取組を支援いたします

上記は一例と なり ます

書類の書き方等については研修ページに「 記載例」 を掲載しており ますので、 ご活用く ださい
研修 https://www.sustainable-tourism-suishin.go.jp/top#Presentation
記載例（ 一般型） https://www.sustainable-tourism-suishin.go.jp/_ media/documents/tr_ 0130_ sample_ 01.xlsx

ご質問・ ご相談は以下コールセンターにお問い合わせく ださい

オーバーツーリ ズムの未然防止・ 抑制による持続可能な観光推進事業事務局 050-3613-2112

申請者例 補助対象事業例
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https://www.sustainable-tourism-suishin.go.jp/top#Presentation
https://www.sustainable-tourism-suishin.go.jp/_media/documents/tr_0130_sample_01.xlsx

